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平成 28 年度関東甲信越診療放射線技師学術大会
の開催にあたって

　このたび、埼玉県の大宮で、１都 9県をエリアとする学術大会を開催することになりました。学術大会
のメインイベントは、何よりも研究発表です。私たちは科学的な根拠に基づいた医療従事者であり、職人
ではありません。どんな些細な技術にも根拠が必要です。しかし、本学術大会へエントリーする演題は必
ずしも新規性のある研究発表でなければならないというものではありません。日頃の業務を統計的に分析
し、客観的に評価するということが大切なのです。関東甲信越の地方会では、基本的な分析方法を身につ
けていただく場であると考えています。またルールに則ったプレゼンテーション方法を身につけるという
場でもあります。数多くの経験が成長の一端を担うことができると考えています。ぜひ皆さまからの演題
をお待ち申し上げております。
　大会テーマは「患者のためのチーム医療を目指して」と題しました。これからの 10 年間で私たちに与
えられた大きな課題となるからです。
　政府は医療費抑制のため、在宅を推進し 10 年後にはベッド数を 10% 削減する推計を出しました。また
胃がん検診においても内視鏡検査を導入し、40 歳以上から 50 歳以上に対象年齢を引き上げ、毎年ではな
く 2～ 3年に一度とする方針を打ち出しています。明らかに医療費を抑制する方向で検討しています。と
はいえ、日本の債務は 2015 年 3 月現在で 1,053 兆円と増える一方であり、医療だけが聖域とは言えない
時代なのです。他の医療職種はすでに在宅医療にシフトをしています。
　厚生労働省医政局長から「医療スタッフ協働・連携によるチーム医療の推進について」を平成 22 年に
出されて 5年の歳月が経ちました。患者のニーズが変化し、政府の方針も変化する中、改めてチーム医療
とは何かという原点に立ち戻る必要があるのではないかと考えています。
　政府は医療の方向性を定め、日本診療放射線技師会は職能団体としてその理念を掲げます。そして私た
ち都道府県技師会は、理念を実現するために具体的な企画を立て実現していかなければなりません。この
学術大会に参加してくださった皆さまに、具体的に何をしたら良いかというヒントを持ち帰っていただけ
るものと考えます。

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
大会長　田中　宏
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大会概要

会　期

開 催 日：平成 28 年 5 月 14 日（土）、15 日（日）
会 場：大宮ソニックシティ
　　　　　　〒330-0854 埼玉県さいたま市大宮区桜木町 1-7-5　048-647-4111
　　　　　　参加登録費：事前登録：会員 3,000 円
　　　　　　当日登録：会員 5,000 円、非会員 7,000 円
　　　　　　学生無料（抄録集 1,000 円）
演題申込み：平成 27 年 12 月 1 日～平成 28 年 2 月 29 日
事 前 登 録：平成 27 年 12 月 1 日～平成 28 年 4 月 30 日

参加登録方法
大会HP上で事前登録
3,000 円（会員事前登録）
5,000 円（会員当日登録）
7,000 円（非会員当日登録）
学生無料（抄録集 1,000 円）

情報交換会
大会HP上で事前登録
7,000 円（会員・非会員事前登録）
8,000 円（会員・非会員当日登録）

情報交換会　鉄道博物館
〒330-0852 埼玉県さいたま市大宮区大成町 3-47　　　TEL：048-660-0530

大　会　長：田中　宏（埼玉県病院局）　　　　
実行委員長：富田　博信（済生会川口総合病院）

平成28年度 関東甲信越診療放射線技師学術大会
テーマ：「患者のためのチーム医療を目指して」
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プログラム概要

　平成 28 年度関東甲信越診療放射線技師学術大会は、大宮ソニックシティにて開催を予定しております。
会場は約 500 人収容可能な小ホールをはじめ、国際会議場、市民ホール、展示会場など多岐にわたり確保
しており、演者の皆さま、聴講の皆さまにも、快適な環境にて学術大会を過ごせると思っております。
　大会は、一般演題はもちろんのこと、DRL に関するシンポジウム、日本診療放射線技師会中澤会長の
特別講演、大会長・実行委員長による読影補助のための教育講演、県内研究会と連携した CT・MRI・乳
腺・消化管・放射線治療などテクニカルディスカッションなどを企画しております。また 2日目の早朝よ
り若手、あるいはベテランの復習も加味したフレッシャーズセミナーも開催致します。市民公開講座に関
しても準備して参ります。今回、埼玉県診療放射線技師学術大会で恒例となりました、モニターによる読
影コンテストも開催し、上位入賞者には表彰も行います。
　本大会は演題数 100 演題、参加者 1000 人を目標としておりますので、お誘い合わせの上奮ってご参加
いただきますようお願い申し上げます。
　勉強の後の懇親会では、鉄道をバックに風変わりな会場での懇親会をご堪能いただければと思っており
ます。実行委員会による余興にもご期待ください。
　皆さまのお越しを心よりお待ちしております。

主催：
公益社団法人　日本診療放射線技師会
公益社団法人　埼玉県診療放射線技師会　　公益社団法人　東京都診療放射線技師会
公益社団法人　茨城県診療放射線技師会　　公益社団法人　神奈川県放射線技師会
一般社団法人　栃木県診療放射線技師会　　一般社団法人　新潟県診療放射線技師会
一般社団法人　群馬県診療放射線技師会　　一般社団法人　山梨県診療放射線技師会
一般社団法人　千葉県診療放射線技師会　　一般社団法人　長野県診療放射線技師会

後援：埼玉県

実施：公益社団法人　埼玉県診療放射線技師会

実行委員長　富田博信
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平成 28 年度関東甲信越診療放射線技師学術大会
情報交換会のお知らせ

　平成 28 年度関東甲信越診療放射線技師学術大会におきまして情報交換会を企画致しました。
　会場の鉄道博物館は東日本鉄道文化財団により設立された歴史博物館であり、埼玉県内の観光スポット
としても人気の施設であります。遠方からご参加の方もお楽しみいただけるかと思います。なお、当日は
施設借切りとなりますので壮大なスケールのジオラマをゆっくり見ながらご懇親ください。また埼玉県診
療放射線技師会有志による余興も予定しております。楽しいひと時をお過ごしいただければ幸いです。
　ご多忙のこととは存じますが、お繰り合わせのうえ、ご出席くださいますようお願い申し上げます。

日　　時：平成 28 年 5 月 14 日（土）　18：30 ～ 20：30
場　　所：鉄道博物館　〒330-0852 埼玉県さいたま市大宮区大成町 3-47
　　　　　TEL　048-651-0088
会　　費：事前登録（会員・非会員）7,000 円
　　　　　当日登録（会員・非会員）8,000 円
定　　員：200 人程度
申込方法：公益社団法人埼玉県診療放射線技師会ホームページ　専用フォーム
締め切り：平成 28 年 4 月 15 日（金）
連　絡　先：公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
　　　　　TEL　048-664-2728　　FAX　048-664-2733
問い合せ：所沢ハートセンター　柴　俊幸　TEL　04-2940-8611（代）
　　　　　Mail：t-shiba@sart.jp

主催　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
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特別講演Ⅰ 特別講演Ⅱ

会長講演 中澤靖夫 あぜもと将吾

日本の医療

を紀行する

小ホール前

シンポジウムⅠ 教育講演Ⅰ 教育講演Ⅱ

胸部XP・胸部CTの読影のポイント

 池田龍二   埼玉県診療放射線技師会 会長 田中宏

  埼玉県診療放射線技師会 副会長 富田博信

国際会議場前  参加受付・スライド受付・クローク

小ホール前  リーディングコーナー：胸部XP、MDL、MMG、CT、MRI

シンポジウムⅡ 大会長講演

大会長：田中宏
国際会議場前  参加受付・スライド受付・クローク

15:00

真剣！しゃべり場
～10年後の未来を考える～

新人技師を
対象としたセミナー

18:3013:00 14:00 15:00 16:00 17:00

情報交換会
会場

鉄道博物館

一般演題

8:00 9:00 10:00 11:00 12:00

閉会式
表彰式

人材育成委員会
女性活躍推進班

乳腺画像-MMG以外
も学んでみよう！

FreedセミナーFFFセミナー

機器展示

市民公開講座

都道府県技師会は何をやるべきか

JリーグFC東京チームドクター

上尾中央総合病院
副院長 大塚一寛

機器展示

10:00 11:00 12:00 13:00 14:00

診断参考レベル（DRLｓ）の理解を深める

（熊本大学医学部付属病院）

患者のためのチーム医療を目指して

MRI
フレッシャーズセミナー

MRI CT

テクニカルディスカッション

 参加受付・スライド受付・クローク

9:00

プレゼンテーションの極意

ランチョンセミナー③

ランチョンセミナー④

小ホール

市民ホール1,2

市民ホール3,4

第2,3,4展示場

小ホール

国際会議場

8:00

第1会場

第2会場

第3会場

第4会場

第5会場

第1会場

第2会場

第3会場

第4会場

治療

医療情報

フレッシャーズセミナー

CT

市民ホール1,2

市民ホール3,4

国際会議場

フレッシャーズセミナー

フレッシャーズセミナー
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読影力向上のために、

一般演題

一般演題

テクニカルディスカッション

ランチョンセミナー②

ランチョンセミナー① 開会式

現状と将来

日本診療放射線技師会の

 リーディングコーナー：胸部XP、MDL、MMG、CT、MRI

一般演題

平成 28 年度関東甲信越診療放射線技師学術大会　プログラム
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「真剣！　しゃべり場～ 10 年後の未来を考える～」

　近年、医療分野においては、各職種の専門性を生かし、患者を中心としたチーム医療の推進が盛んに行
われている。このような時代の中、われわれ診療放射線技師は診断に有用な画像の提供を行えるよう、疾
患や各モダリティーの特性を理解し、実行できるよう各施設においてもさまざまな取り組みが行われてい
る。しかし、チームの一員となる為のコミュニケーションスキルや職種間の情報に関して多くを得られて
いないのが現状である。
　「Freed セミナー」とは、10 年後を見据え、次世代を担うであろう人材が横のつながりを持ち、診療放
射線技術＋αの成長ができることを目的として行っている。
　さて、年齢が 30 代後半以上の多くが「背中で学べ」の通り、先輩後輩の関係性を重んじた教育をされ
ており、自主性が重要視されてきた。しかし、現在の若手の多くは上司部下の関係より、フラットな関係
性を重要視するといわれており、ギャップが生じている。学生から社会人となり、環境が大きく変化する
とそのギャップに疑問を持ち、リアリティショックを起こすことは有名であるが、多くは何とか自己解決
したり、同僚との愚痴で解消する。中には解決にならないケースもあり、良き先輩からのアドバイスや叱
責から原因究明、改善につながることが望ましいが、全てが理想通りにいかないものである。
　中堅とは後輩の成長に目配りをしつつ、上司からは組織理念浸透と風土改善を託され、他職種、他部署
とのやり取りの中で経営や各種管理業務を学び、自身の学術研究や診療放射線技師スキルの向上にも努め
るという、非常に多忙な時期であると考える。同時に多くの期待を背中に感じ、慣れない業務を手探りで
行い、失敗しながら少しでも前に進むという精神的にもタフでなければならない時期でもある。
　年代ごとに求めるものと限られた時間をどこに使うか、お互いに知ることが、ギャップを埋める最初の
一歩となりえる。
　本セミナーでは、先人たちからの苦労話や意識改革のコツをアドバイスしていただく場、若手技師の望
まれる方向へ成長する準備の場、中堅の悩み共有の場として、多くの方々の忌憚のない意見交換ができれ
ばと考えている。

まずは参加することから、始めてみませんか？

記

日時：平成 28 年 5 月 14 日（土）16：00 ～
場所：第 3会場（市民ホール 1・2）
内容：テーマを基にフリートーク

Freed セミナー企画

司会：上尾中央総合病院　佐々木　健
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乳腺画像セミナー開催のお知らせ

　我が国における乳がん死亡率低下への手段として、画像診断は欠かせません。厚生労働省医政局通知よ
り「医療スタッフの協調連携におけるチーム医療の推進について」での我々、診療放射線技師による読影
の補助業務の実現は急務であり、そのための準備が必要です。
　今年度も読影実習を中心に乳腺画像セミナーを企画致しました。読影力向上に必要である基礎的な講義
から、マンモグラフィーを中心とした読影実習を行う予定です。奮ってご参加くださいますよう、よろし
くお願い致します。

プログラム

 9：30 ～ 11：00　受付開始
10：00 ～ 11：00　読影における基礎　（MMGと病理）
11：00 ～ 12：00　読影における基礎　（USと病理）
12：00 ～ 13：00　読影における基礎　（その他）

14：10 ～ 15：10　実習 1；読影
15：20 ～ 16：20　実習 2；読影
16：30 ～ 17：30　解説

記

日　　時：平成 28 年 2 月 7 日（日）
場　　所：さいたま赤十字病院 　（公共交通機関をご利用ください）
参　加　費：2,000 円　　※非会員 4,000 円　当日徴収します。
連　絡　先：（公社）埼玉県診療放射線技師会　TEL　048-664-2728　　FAX　048-664-2733
問い合せ：さいたま赤十字病院　尾形　智幸、岡田　智子　　TEL 048-852-1111

※  埼玉県診療放射線技師会および日本放射線技術学会東京部会会員以外でも、日本診療放射線技師会およ
び都道府県診療放射線技師会に所属されていれば会員となります

主催　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
後援　東京埼玉医用乳房画像研究会
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第 4 回 Freed セミナーのご案内

　昨今、組織の求心力を高めることが難しくなってきています。管理者と新人や若手スタッフをどのよう
に繋げるか、どう上手く付き合うかが頭の痛い問題です。近年の教育により
　「上司と部下ではなく、個人を尊重して『対等』に向き合う」
　「『発想』の出発点が組織ではなく個人にあり、フラットな関係を好む」
　「上司だから偉いとは思わない、たまたま組織に所属するプレイヤー同士という感覚」という考えの占
める割合が高くなってきたようにも感じます。
　しかし、組織の上司は『教え』もすれば『強制』もします。上手くこのギャップを埋めるには、お互い
が『フォロアーシップ』『リーダーシップ』を理解していることが望まれます。
　今年度、第 4 回となりました Freed セミナーでは『リーダーシップ』に焦点を当て、リーダーに必要
な考え方、コミュニケーションの取り方、行動の仕方などを学んでいただければと思います。
　皆さまと成長していくきっかけとなるようなセミナーにしたいと思っておりますので、奮ってご参加く
ださい。

記

日　　時：平成 28 年 2 月 13 日（土）　　14：30 ～ 17：30
場　　所：上尾中央総合病院　臨床研修センター
内　　容：リーダーシップ論
　　　　　リーダーシップ実習
対　　象：施設の中堅診療放射線技師
受　講　料：埼放技、日放技もしくは地域技師会会員　1,000 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非会員　2,000 円
定　　員：40 人
申込方法：ホームページ上の専用フォームよりお申し込みください。
備　　考：セミナー終了後、懇親会を予定しています。
問い合せ：上尾中央総合病院 放射線技術科　佐々木　健
　　　　　Mail:t-sasaki@sart.jp    TEL:048-773-1111

主催　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
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DR 計測セミナー開催のお知らせ

　デジタル機器の物理特性（MTF・NNPS）の測定をユーザーが行うことが必要になってきており、そ
の解析ツール使用法については他セミナーでも行われていますが、本セミナーでは、実際の機器を使用し
た実習形式を中心にした構成になっておりますので、自施設の物理特性を測定したいという方にとって
は、非常に有用なセミナーになると思います。
　今回は Image J Fiji plug in メニューを用いた実習も行いますので、皆さまのさらなる研究に役に立て
ていただけるよう構成しております。奮ってご参加くださいますよう、よろしくお願い致します。多くの
方の受講をお待ちしております。

プログラム
12：30 ～ 14：30　受付開始
13：00 ～ 14：30　物理特性測定における基礎・Image J Fiji plug in による応用実習
 土田拓治（済生会川口総合病院）
14：40 ～ 15：40　実習 1：一般撮影機器における物理特性測定（入出力特性、NPS）
 森　一也（済生会川口総合病院）
15：40 ～ 16：40　実習 2：一般撮影機器における物理特性測定（MTF）
 滝口泰徳（上尾中央総合病院）
16：40 ～ 17：40　実習 3：PCによる物理特性解析
　　　　　　　　　（ImageJ 1.46v 以上インストールした PC持参してください）
 大柿護（EIZO株式会社　映像技術開発部　ASIC 開発課）

記
日　　時：平成 28 年 2 月 28 日（日）
場　　所：済生会川口総合病院
参　加　費：2,500 円　　※非会員 5,000 円　当日徴収します。
定　　員：25 人
申込方法：ホームページ上の専用フォームよりお申し込みください。
　　　　　　※  本講習会は PC を用いた実習形式となりますので、事前登録制とさせていただきます。定

員となり次第、申し込みを閉め切りますのであらかじめご了承ください。
締め切り：平成 28 年 2 月 19 日（金）
連　絡　先：（公社）埼玉県診療放射線技師会　TEL　048-664-2728　　FAX　048-664-2733
問い合せ：済生会川口総合病院　土田　拓治　　TEL　048-253-1551

※  非会員の扱いは、埼玉県診療放射線技師会の会員以外であっても、日本診療放射線技師会か都道府県放
射線技師会の会員であれば会員とみなします。

主催　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会



会　　告
埼玉放射線・Vol.64　No.1　2016

巻

頭

言

会

告

お
知
ら
せ

寄

稿

学
術
特
集

技
術
解
説

本
会
の
動
き

各
支
部
勉

強
会
情
報

各

支

部

掲

示

板

議

事

録

求

人

コ
ー
ナ
ー

会
員
の
動
向

役
員
名
簿

Ｆ

Ａ

Ｘ

申

込

書

年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

15  （15）

平成 27 年度　第 2 回救急撮影ケーススタディーのお知らせ

　今年度も救急撮影ケーススタディーを企画致しました。今回は頭部領域における身体症状から推測でき
る疾患という内容で行います。カルテの記載内容や検査の依頼詳細についての専門用語の解説など、業務
に直結できる内容となっていますので、多くのご参加を心待ちにしております。

プログラム（敬称略）

19：00 ～ 20：00　　身体所見の取り方と意義「頭部編」
　　　　　　　　　　　　　　　　上尾中央総合病院　　　　　　　　　滝口　泰徳
20：00 ～ 20：30　　症例①ケーススタディー（グループワーク）
　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉石心会病院　　　　　　　　　　伊藤　寿哉
20：30 ～ 21：00　　症例②ケーススタディー（グループワーク）
　　　　　　　　　　　　　　　　彩の国東大宮メディカルセンター　　茂木　雅和

記

開　催　日：平成 28 年 3 月 30 日（水）
場　　所：上尾中央総合病院　臨床研修センター　　上尾市柏座 1-10-10　　TEL：048-773-1111

受　講　料：埼放技、日放技もしくは地域技師会会員 500 円
 非会員 1,000 円
　　　　　当日、受け付け時にお支払いください。
定　　員：50 人程度
申込方法：ホームページ上の専用フォームよりお申し込みください。
締め切り：平成 28 年 3 月 18 日（金）
連　絡　先：（公社）埼玉県診療放射線技師会　Tel　048-664-2728　　FAX　048-664-2733
問い合せ：上尾中央総合病院　滝口　泰徳　TEL：048-773-3369　　Mail：y-takiguchi@sart.jp

主催　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会

正面入口
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